◯藤野委員　自民党新福岡を代表して、九州大学箱崎キャンパス跡地のまちづくりについて質問する。九州大学箱崎キャンパス跡地に関しては、これまで周辺の４校区から、跡地の利用に関する４校区提案が出されて以降、丁寧に地域の声を反映させながら九州大学箱崎キャンパス跡地グランドデザインが平成30年７月に策定され、これまで多様な都市機能の誘導を図るための都市計画決定や地元から強い要望があったＪＲ新駅設置の決定など、グランドデザインの実現に向けた取組が進められている。また現在、北エリアは、本市施行による貝塚駅周辺土地区画整理事業、南エリアはＵＲ都市機構による開発行為で道路などの都市基盤整備が進められており、まちづくりの素地が着実に整ってきている。グランドデザインに位置づけられているFukuoka Smart Eastについても、周辺住民をはじめ多くの人を対象とした様々な実証実験が行われており、新しいまちにおいてこれらの新しい技術が効果的に用いられることを期待している。今後、土地利用事業者公募も開始されることとなっており、本格的なまちづくりに向けて地域の期待も高まっている状況である。そこでまず、九州大学箱崎キャンパス跡地のまちづくりにおける令和５年度の予算額と主な取組内容について尋ねる。
△住宅都市局長　令和５年度は、土地区画整理事業や都市計画道路などの都市基盤の整備として18億2,700万円余、Fukuoka Smart Eastに関する情報発信や先進技術の実証実験などの取組として１億4,600万円余、土地利用事業者公募に関する調整として2,100万円余など、合計で20億1,400万円余を計上している。
◯藤野委員　グランドデザインの実現に向けて必要な予算はしっかり確保しながら進めてもらいたいと思っている。現在、九州大学箱崎キャンパス跡地の北エリアと南エリアではそれぞれ都市基盤整備が進められている。そこで、北エリアの基盤整備の進捗状況を尋ねる。
△住宅都市局長　北エリアについては、令和３年３月に貝塚駅周辺土地区画整理事業の認可を受け、令和４年度には仮設道路等の工事及び移転補償に係る物件調査等に着手している。また、５年度からは、物件の移転補償を行うほか、下水道の工事に着手する予定である。
◯藤野委員　北エリアはこれからさらに工事が進んでいくとのことである。一方、南エリアについてはこれまでの整備で道路の形が見え始めてきた。そこで、南エリアの基盤整備の進捗状況を尋ねる。
△住宅都市局長　南エリアの進捗状況であるが、周辺と接する外周道路の整備や造成などの開発行為については、ＵＲ都市機構により令和３年度から着手しており、外周道路は整備が完了した路線から順次供用を開始していく予定である。また、都市計画道路の堅粕箱崎線と原田箱崎線については、元年度から用地買収に着手しており、現在、６年度の完成に向けて道路本体の整備を進めている。
◯藤野委員　都市計画道路などまちの骨格となる都市基盤整備を着実に進めてもらいたいと思う。また、これらの整備には地域住民の関心も高まっている。大規模な都市基盤整備であることから工事も長期化し、影響も大きくなるが、工事箇所の情報や迂回路の案内など生活に密着した情報を適切に情報発信することで、地域住民の理解と協力を得ながら整備を進めてもらいたいと思っている。次に、公園について尋ねる。グランドデザインにおいて、良好な都市環境や憩い、市民活動の場の提供、防災性、安全性向上のための十分な空き地を有する公園を確保していくことが示されている。令和２年６月には、貝塚公園の都市計画変更と新たな公園として箱崎中央公園の都市計画決定がなされており、この２つの公園は、跡地内の住民だけではなく、周辺の住民や来街者、働く人など様々な人が利用し、交流する空間になることを期待している。貝塚公園については、子どもたちが遊びながら交通安全知識や交通道徳を学ぶことを目的とした交通公園として整備されているが、飛行機などの展示物やゴーカートなどの老朽化も目立ってきている中、学習施設としての当初の役割は十分に果たしたものと思われる。そこで、貝塚公園はどのような公園にしたいのか尋ねる。
△住宅都市局長　貝塚公園については、開園から50年以上が経過し、交通を取り巻く環境の変化や交通手段の多様化などが生じていることから、老朽化した既存施設の取扱いを含め、時代の変化に合わせた交通公園の在り方を検討していく必要があると考えている。引き続き、都市計画決定の内容や憩い、にぎわい、交流機能のある駅前空間を創出するといったグランドデザインの内容に基づき、より多くの市民が使いやすい空間となるよう再整備に向けて取り組んでいく。
◯藤野委員　貝塚公園は、駅前という立地特性を生かした魅力的な駅前空間となるよう、引き続き検討を進めてもらいたいと思う。新設される箱崎中央公園については、文字どおり箱崎の中央に位置する公園として、どのような公園になるのか地元の関心も高い公園である。ただ、土地利用事業者公募のエリアに囲まれているため、整備に当たってはまちづくりの全体バランスを考えて検討する必要があると考えている。そこで、新設される箱崎中央公園の検討状況を尋ねる。
△住宅都市局長　箱崎中央公園については、地域住民の利便性や周辺の公園緑地とのネットワーク強化を図ることを目的として都市計画決定しており、跡地南エリアに身近な公園を確保することや、災害時に箱崎中学校と連携することで防災性の向上が図られる配置とすることなどのグランドデザインの趣旨を踏まえるとともに、事業者公募により決定する土地利用の内容なども踏まえながら、今後、具体的な整備内容について検討していく。
◯藤野委員　箱崎キャンパス跡地において今後整備していく公園では、防災性の向上はもちろんのこと、Fukuoka Smart Eastの新たな取組や多くの緑の中で憩える空間等とともに、にぎわいが感じられる空間づくりが重要と考える。貝塚公園や箱崎中央公園の整備に当たっては、パークＰＦＩ制度など民間活力の活用によるにぎわい創出も視野に、地域住民をはじめ市民を引きつける魅力的な公園となるように検討をしてもらいたいと思う。箱崎中央公園は災害時における箱崎中学校との連携が考えられているとのことである。現在の箱崎中学校は校区の端に立地しており、通学環境改善などのため箱崎キャンパス跡地内へ移転することになっている。箱崎中学校は、地元の人も早期の移転を望んでいるため、跡地全体のまちづくりと併せてできるだけ早く計画を進めるよう要望しておく。次に、ＪＲ新駅について尋ねる。新駅の設置で、交通利便性がさらに高まることを地域住民も大いに期待している。そこで、新駅設置公表後のＪＲ新駅の検討状況を尋ねる。
△住宅都市局長　ＪＲ新駅については、地元４校区の代表で組織する九大跡地利用４校区協議会からＪＲ九州と本市に新駅設置の要望書が提出されたことを契機として、令和２年10月にＪＲ九州から新駅を設置する旨の公表がなされた。その後、ＪＲ九州において検討に着手しており、現在、駅舎やホームなどの設計を行っていると聞いている。
◯藤野委員　ＪＲ新駅が設置されることで地下鉄、西鉄、ＪＲの３路線の駅が近接し、貝塚駅周辺は新たな交通結節拠点になると考えられる。そこで、貝塚駅とＪＲ新駅の両駅の利用者にとって利便性の高い駅前広場の整備により、公共交通利用者をはじめ、東箱崎と松島両地区の往来や、自転車やバス、マイカーなどとの乗換えの利便性が向上することは地元の関心も高い内容であるため、本市としてもしっかりと取り組むよう要望しておく。次に、Fukuoka Smart Eastの取組について尋ねる。様々な社会課題を最先端の技術革新の導入などにより解決し、持続的に発展させるFukuoka Smart Eastの取組として、これまでコロナ禍に対応する新しい技術として、除菌しながら自動走行するロボットや、インクルーシブな社会の実現に向け、聴覚障がい者とのコミュニケーションを支援する字幕投影ディスプレーやスマートグラスの体験会など様々な分野での実証実験が行われてきた。昨年８月には、箱崎駅を発着地点とするハンドルのない自動運転小型バスの公道走行の実証実験が行われたので、私も参加してきた。人が運転しないバスということで最初は不安だったが、実際に乗ってみると発進や停車もスムーズで、交差点では周りの車の流れに合わせて右左折し、想像以上に安心して乗ることができた。交通量が多い市街地において、一般車両と一緒にハンドルのない自動運転バスを安全に走らせるためには、県警など関係各署との調整に大変な苦労があったと思うが、この取組はあまり前例がないとのことで、テレビやインターネットなどでも紹介され、全国的な注目を集めており、一市民として大変うれしく思ったところである。モビリティー分野の取組としては、近年、全国各地でも実証実験や社会実装の動きがあるが、箱崎でも平成30年度より二人乗りの小型自動運転車や中型の自動運転バス、そしてハンドルのない自動運転小型バスと段階的にステップアップした実証実験がなされ、地域住民をはじめとする市民は実装を楽しみにしている。実証実験を行うことで、その便利さや安全性を市民に体験してもらうことも大切だが、新しい技術をまちに実装させることで、より豊かで便利な生活を実現していくことこそ大切なので、市としてしっかりと取り組んでいくことを期待している。そこで、箱崎キャンパス跡地等のまちづくりにおいて、自動運転バスのまちへの実装に向け、どのように取り組むのか尋ねる。
△住宅都市局長　少子・高齢化など様々な社会課題を先進技術の導入などで解決していくまちづくり、Fukuoka Smart Eastの実現に向け、まずは、その先駆けとして箱崎において取り組み、それを全市に広げていくことを目指し、様々な取組を行っているところである。自動運転バスについては、これまで箱崎周辺で行ったモビリティー分野の取組を踏まえ、九州大学などと協力をして、箱崎キャンパス跡地と周辺市街地をつなぐ移動サービスの実装に向け、実証実験を行いながら検討を進めていく。
◯藤野委員　社会実装に向けた取組を行うとのことなので、今後、まちづくりの進捗に合わせ、様々な分野の先進的なサービスが導入されることを期待する。Fukuoka Smart Eastの考え方は、新しいまちづくりを行っていく上で非常に重要だが、最先端技術は日進月歩で進んでいくことから、まちができた時点で最新の技術が導入されていたとしてもすぐに陳腐化してしまうおそれがあると考えられる。Fukuoka Smart Eastの取組が形骸化しないよう、持続的にまちが発展していく仕組みをしっかりとつくる必要があると考えている。まちづくりを行っていく中で、持続的にまちが発展していく仕組みの導入について尋ねる。
△住宅都市局長　箱崎キャンパス跡地のまちづくりに当たっては、公募において、安全や健康、環境・エネルギー、防災、移動などをはじめ、多様な分野の先進的なサービスの導入を求めることとしている。また、まちづくりが進んでいく中で、社会課題の変化や技術の進歩に適切に対応できるよう、九州大学や民間事業者などと新たなマネジメント組織をつくり、時代に応じた先進技術やサービスを継続的に導入していくことを検討している。
◯藤野委員　最先端技術がまちに実装されるタイミングでは当たり前のものになっていることも考えられるため、時代に応じたイノベーションが継続的にまちに導入されていくような新しいまちづくりに、関係各局と連携し、しっかりと取り組んでもらいたいと思う。また、箱崎キャンパスがあった箱崎の地は、筥崎宮など1000年以上の歴史を誇り、旧唐津街道の周辺は現在でも神社仏閣や町家によって形成された歴史的に価値の高いまち並みが残されている。そういった伝統的な町家を生かした物販や飲食の店舗も増えてくるなど、地元商店街の活性化に向けた取組も活発に行われている。グランドデザインでも、周辺の歴史文化資源と箱崎キャンパス地区をつなぎ、生かすなど周辺地域と連携したまちづくりを進めるとともに、箱崎キャンパス地区内だけで完結するのではなく、周辺地域も含めた広がりのある交流を促進させることが示されている。そこで、周辺地域との調和や連携により、箱崎のまちが一体的に発展できる取組について尋ねる。
△住宅都市局長　箱崎キャンパス跡地のまちづくりに当たっては、グランドデザインにおいて、周辺地域と調和、連携、交流しながら一体的な発展を目指すこととしている。このため、公募においては、居住、生活支援、交流、にぎわい、業務・研究、教育、医療・福祉など多様な都市機能の誘導を図るとともに、憩いやにぎわい・交流を創出する街角広場や回遊性を向上させる歩行者の骨格動線となる歩みの軸など、周辺地域との調和や連携に配慮した都市空間の整備を求めていくこととしている。
◯藤野委員　箱崎のまちが一体的に発展できるよう、周辺地域ともしっかりと連携しながらまちづくりに取り組んでもらいたいと思う。次に、土地利用事業者の公募について尋ねる。平成30年７月のグランドデザイン策定以降、新型コロナウイルス感染症の影響などにより社会情勢も大きく変化しており、ウエルビーイングやインクルーシブなどの時代に応じたまちづくりの考え方も重要と考えられている。これまでもグランドデザインを基本としたまちづくりの考え方や方向性が示されているが、改めて事業者公募前に本市としてどのようなまちづくりを目指していくのか尋ねる。
△住宅都市局長　箱崎キャンパス跡地のまちづくりについては、地域の方々とともにつくり上げたグランドデザインの実現に向け、ウエルビーイングやインクルーシブなどの新たな社会課題への対応の視点も加え、ゆとりある都市空間の整備や多様な都市機能の誘導、様々な社会課題を最先端技術で解決するFukuoka Smart Eastの実現、持続的に発展していくためのまちづくりマネジメントの仕組みづくりなどに取り組んでいく。
◯藤野委員　交通利便性が高く、市街地内の貴重な大規模活用可能地である箱崎キャンパス跡地は、箱崎だけではなく、市の将来にとっても大変重要なまちづくりであるため、九州大学とＵＲ都市機構に加え、今後選定される事業者と連携しながら、グランドデザインの実現に向け、よりよいまちづくりを行ってもらう必要があると考えている。先日、九州大学などから令和５年４月に公募を開始するとの公表がされており、地元もいよいよ始まるといった期待感が高まっている状況である。最後に、今後の箱崎キャンパス跡地のまちづくりに向けて、市長の決意を尋ねて、この質問を終わる。
△市長　九州大学箱崎キャンパス跡地のまちづくりについては、周辺４校区をはじめとする地域の皆様とともにつくり上げたグランドデザインの実現に向けて、九州大学が100年存在した地域としてのブランドと広大な敷地や高い交通利便性などの強みを生かして、イノベーションを生み出す新たな拠点を創出するとともに、高質で快適なライフスタイルや都市空間づくりに向けた取組を進めているところである。跡地のまちづくりに対する地元の方々の期待は高く、いよいよ公募も始まることから、ゆとりある空間整備や先進的なサービスの誘導を図るなど、Fukuoka Smart Eastの実現に向けて、未来に誇れるまちづくりにしっかりと取り組んでいく。
